
静岡県静岡市の株式会社新海畳店（従業員数8名、
資本金1,000万円）は、若者へ畳の魅力を積極的に
PRする畳製造業者である。1935年の創業以来代々
続く畳屋で、会長、社長、次期社長の親子三代が現
役で一緒に仕事をしている。古くからの付き合いが
ある顧客も多く、地域密着型の事業を展開してい
る。
和室に欠かせない畳は、定型のようで実際は微妙

に形が異なっている。確かな手縫いの技術がある同
社は、部屋の形状に合わせた微調整にも柔軟に対応
可能であり、丁寧なサービスで地域住民の要望に応
えてきた。しかし、人口減少や核家族化、和室の減
少というライフスタイルの変化により、業界全体と
して衰退傾向が続いていた。現状を放置すれば、畳
に触れる機会の少ない若い世代はその良さを知るこ
ともできず、業界はさらに衰退してしまうことにな
る。こうした将来への危機感から、若年層へのPR
を真剣に考えるようになった。
こうした中、静岡市と静岡県立大学経営情報学

部・岩崎ゼミとの連携による「大学生によるお店コ
ンサルティング事業（以下、「大コン事業」とい
う。）」の存在を知る。若者と関わる絶好の機会だと
感じて応募し、2018年度の事業として採択された。
大コン事業は、静岡県立大学でマーケティングを

学んでいる学生が、個店に対してアドバイスやコン
サルティングを行う事業である。同社は、「若者に
対する効果的な情報発信の方法の確立」に向けたコ
ンサルティングを依頼した。畳へのなじみが薄い若

者の視点を取り入れる上で、学生からのアドバイス
には手応えを感じた。特に、チラシに掲載するコン
テンツの取捨選択において、学生との議論がとても
参考になったという。同社では、伝統的な畳から現
代的な畳まで様々な商品を扱っていたが、学生から
のアドバイスを踏まえ、洋室にも合う「フローリン
グ置き畳」にポイントを絞り込んだチラシを作成し
た。同商品は、新技術である熱圧着工法を用いるこ
とで厚さ9mmまで畳を薄く仕上げることに成功し
たものであり、静岡県内で2社しか取扱いが無い商
品でもあった。
また、チラシ作成のほかにも、「畳の良さ」を五
感で体感できるショールームの工夫や、店舗の外装
やレイアウトの見直しなど、学生と一緒になって、
様々なPR施策を企画・実施した。こうした取組の
結果、問合せが増加し、店舗の認知度向上につな
がった。
学生の指導に当たった静岡県立大学の岩崎邦彦教
授は「学生側も、マーケティングの実戦経験を積む
だけではなく、自分が関わったお店への愛着が湧
き、地域とのつながりが深まっている。」と語る。
また、同社の総務担当として広報・PRにも取り組
む新海祥代氏は、「畳文化を継承していくためには、
技術の継承のみならず、現代のライフスタイルに合
わせた畳の進化や次世代へのPRが欠かせないと考
えている。今後も、新しい商品やサービスに取り組
みつつ、確かな技術と丁寧なサービスで地域の住環
境や畳の伝統を支えていきたい。」と語る。
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「地元大学生とのコラボレーションによって若者向けの畳をPRする企業」
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